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五
月
三
十
日
（
水
）・
六
月
二
十

日
（
水
）・
同
二
十
七
日
（
水
）・
七

月
四
日
（
水
）
の
計
四
日
間
、
新
島

学
園
短
期
大
学
の
授
業
を
共
同
求
人

委
員
会
が
受
け
持
ち
ま
し
た
。
教
壇

に
立
っ
た
の
は
、
セ
レ
ナ
ー
デ
・
朝

岡
氏
、
㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー
・
杉
崎
氏
、

㈱
山
岸
製
作
所
・
山
岸
氏
、
マ
ル
シ

ン
産
業
㈱
・
提
箸
氏
の
四
名
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
一
年

生
、
約
五
十
名
が
受
講
す
る
同
大
・

岩
田
学
長
（
高
崎
支
部
）
の
授
業
時

間
を
お
借
り
し
て
、
会
員
経
営
者
が

自
身
の
人
生
経
験
や
会
社
の
仕
組

み
、自
社
で
の
取
り
組
み
な
ど
、様
々

な
視
点
か
ら
生
徒
た
ち
に
語
り
掛
け

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
生
徒
た
ち

は
「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
？
」「
社

会
人
に
な
る
と
は
？
」「
ど
ん
な
人

生
を
送
り
た
い
か
？
」
な
ど
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
深
く
考
え
る
機
会
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
七
月
二
日
（
月
）
に
は
、

大
間
々
高
等
学
校
の
出
前
授
業
を
共

同
求
人
委
員
会
と
桐
生
支
部
が
共
同

で
実
施
し
ま
し
た
。
先
生
役
を
務
め

た
の
は
、
㈲
花
ぶ
さ
・
花
房
氏
、
㈱

付
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ペ
ン
を

走
ら
せ
、
高
校
生
ら
し
い
率
直
な
感

想
や
意
見
、
あ
る
い
は
疑
問
や
質
問

を
先
生
役
の
経
営
者
に
投
げ
掛
け
ま

し
た
。

　
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
言
葉

が
一
人
歩
き
し
、
若
い
世
代
の
企
業

観
や
職
業
観
は
決
し
て
肯
定
的
な
も

の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

若
年
層
の
減
少
や
流
出
に
よ
る
労
働

力
不
足
が
社
会
問
題
化
す
る
な
か
、

「
地
域
を
担
う
若
者
を
育
て
る
」
と

い
う
視
点
が
中
小
企
業
の
経
営
者
に

は
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
短
絡
的
な
採
用
活
動
に
終
始

す
る
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
ス
パ

ン
で
考
え
る
共
同
求
人
活
動
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

邦
和
・
丹
羽
氏
、
㈱

ユ
ニ
マ
ー
ク
・
尾
花

氏
、ア
ラ
イ
商
会
㈱
・

徳
井
氏
、
㈱
ハ
セ
イ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
周

藤
氏
、
篠
原
労
務
管

理
事
務
所
・
篠
原
氏

の
六
名
。

　

同
校
の
一
年
生
、

約
一
二
〇
名
を
対
象

に
五
・
六
時
間
目
を

使
い
、
六
教
室
に
分

か
れ
て
会
員
経
営
者

が
事
業
内
容
の
紹
介

と
「
働
く
う
え
で
大

切
に
し
て
い
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
熱

弁
を
振
る
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
配

新島短大 ＆
　大間々高校にて授業
新島短大 ＆
　大間々高校にて授業
新島短大 ＆
　大間々高校にて授業

共 同 求 人 委 員 会
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七
月
十
三
日
（
金
）
〜
十
四
日

（
土
）
の
二
日
間
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

音
羽
倶
楽
部
を
会
場
に
「
二
〇
一
八

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
」
を
開

催
。
二
十
一
社
よ
り
四
十
三
名
、
経

営
者
を
含
め
て
約
七
〇
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、「
三
ヶ
月
間
の
振
り

返
り
」
を
は
じ
め
、
外
部
講
師
を
招

い
た
「
礼
儀
挨
拶
徹
底
研
修
」
に
よ

る
基
本
行
動
の
確
認
、
挨
拶
や
返
事

の
修
得
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
各
社

で
練
習
を
重
ね
、
実
際
の
商
品
や
製

品
を
使
う
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て

の
「
会
社
Ｐ
Ｒ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、「
会
社
の
仕
組
み
、

仕
事
の
仕
組
み
」（
マ
ル
シ
ン
産
業
・

提
箸
氏
）
の
講
義
を
基
に
経
営
者
側

の
参
加
者
も
加
わ
っ
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
ま

た
、「
人
生
は
自
分
の
手
で
切
り
開

け
！
」（
ア
ミ
イ
ダ
・
阿
久
戸
氏
）

の
講
義
を
受
け
て
、
研
修
生
そ
れ
ぞ

れ
が
三
ヶ
月
後
、
一
年
後
、
三
年
後

の
「
目
標
＆
行
動
計
画
書
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
最
後
に
研
修
内
容
を
総

括
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
を
通

し
て
、組
織
の
あ
り
方
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー
ト

＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を
左

記
に
掲
載
し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○
入
社
か
ら
約
三
ヶ
月
、
慣
れ
て
き

た
部
分
も
あ
る
が
不
安
に
思
っ
て
い

言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。
会
社
に

戻
っ
て
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
の
は
挨

拶
な
の
で
、
挨
拶
訓
練
で
習
っ
た
こ

と
を
意
識
し
て
日
々
の
業
務
に
臨
み

た
い
。

○
グ
ル
ー
プ
討
論
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
し
て
、
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
や
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
大
変
さ

を
痛
感
し
た
。
こ
の
二
日
間
の
経
験

を
仕
事
の
な
か
で
も
生
か
し
た
い
。

［
経
営
者
］

○
高
い
意
識
を
持
っ
て
研
修
会
に
臨

む
姿
勢
も
所
々
に
見
ら
れ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
遠
慮
が
ち
な
部
分
も
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。
何
事
に
も
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
員
に
な
れ
る
よ

う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。

○
研
修
生
が
会
社
に
戻
っ
た
際
に
、

学
ん
だ
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き

れ
ば
一
段
と
学
び
は
深
ま
る
。ま
た
、

今
回
参
加
し
た
経
営
者
の
皆
さ
ん
も

社
員
と
一
緒
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
う
。

充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。

　

七
月
十
日（
火
）、同
友
会
事
務
所
・

会
議
室
を
会
場
に
共
同
求
人
委
員
会

主
催
「
中
小
企
業
の
採
用
に
関
す

る
勉
強
会
」
を
開
催
。
リ
ク
ル
ー
ト

求
人
広
告
代
理
店
の
㈱
ク
ワ
ド
リ
・

フ
ォ
リ
オ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
松
原

滋
則
氏
を
招
い
て
、「
間
違
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
会
社
の
中
途

採
用
〜
求
人
サ
イ
ト
の
プ
ロ
が
教
え

る
効
果
的
な
採
用
方
法
〜
」
を
テ
ー

マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

空
前
の
高
水
準
が
続
く
有
効
求
人

倍
率
、県
内
企
業
の
応
募
者
数
推
移
、

職
種
別
平
均
賃
金
な
ど
、
採
用
活
動

に
関
連
す
る
基
本
デ
ー
タ
の
紹
介
に

続
き
、
各
業
種
・
各
職
種
に
適
し
た

求
人
媒
体
の
選
定
方
法
を
松
原
氏
が

レ
ク
チ
ャ
ー
。
ま
た
、
効
果
を
あ
げ

る
求
人
原
稿
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を

「
分
か
り
に
く
い
表
現
を
避
け
て
詳

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

２
０
１
８
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

あ
な
た
の
会
社
の
中
途
採
用

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

あ
な
た
の
会
社
の
中
途
採
用

中
小
企
業
の
採
用
に
関
す
る
勉
強
会

し
く
書
く
」
と
し
、
実
際

の
掲
載
原
稿（
ビ
フ
ォ
ー
・

ア
フ
タ
ー
）
を
閲
覧
率
比

較
を
示
し
な
が
ら
紹
介
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
自
社
に
合
っ
た
媒

体
・
掲
載
の
時
期
・
求
人

広
告
の
出
し
方
な
ど
、
知

り
た
か
っ
た
情
報
が
得
ら

れ
た
」「
採
用
活
動
の
振

り
返
り
と
分
析
、
情
報
の

蓄
積
が
大
事
」「
一
つ
の

求
人
媒
体
（
方
法
）
に
固

執
せ
ず
、
色
々
と
試
す
べ

き
と
痛
感
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

た
部
分
も

あ
っ
た
。
そ

れ
ら
を
参
加

者
と
話
し
合

う
こ
と
が
で

き
て
前
向
き

に
な
れ
た
。

○
「
評
価
を

す
る
の
は
他

人
」
と
い
う
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渋
川
吾
妻
支
部
は
、
毎
年
恒
例
の

〝
社
員
と
と
も
に
学
び
あ
う
例
会
〟

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
堀
越
さ
ん
と
、

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

土
本
さ
ん
が
、「
仕
事
の
や
り
が
い

と
楽
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
者
と
も
緊
張
し
な
が
ら
も
現
在

の
心
境
な
ど
を
飾
ら
な
い
言
葉
で
率

直
に
報
告
。そ
の
後
、長
め
の
グ
ル
ー

プ
討
論
が
同
様
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ

　

六
月
二
十
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

た
太
田
支
部
例
会
は
、
財
務
会
計
ソ

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
社
の
経
営
数
字
に
置
き
換
え
て
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
内
容
で
し
た
。

　
「
経
営
を
数
字
で
見
な
い
経
営
者

は
会
社
を
成
長
さ
せ
る
事
は
出
来
な

い
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
椛
沢
氏
が

会
計
ソ
フ
ト
開
発
を
通
じ
て
企
業
の

数
字
に
携
わ
っ
た
三
〇
年
の
重
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
分
か

り
や
す
い
説
明
で
、
難
し
く
考
え
て

い
た
事
に
気
付
い
た
」「
過
去
に
と

ら
わ
れ
る
決
算
あ
り
き
の
会
計
で
は

な
く
、
未
来
の
為
の
管
理
会
計
の
大

切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ト
開
発
の
㈱
シ
ス
プ
ラ
、
代
表
取

締
役
・
椛
沢
均
氏
（
高
崎
支
部
）
が

「
目
指
せ
! !　
〝
脱
・
ド
ン
ブ
リ
経
営
〟

〜
経
営
者
は
財
務
か
ら
未
来
を
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
〜
」
と
題
し
て
、

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
く
べ
き
経
営

数
字
の
見
方
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

仮
に
数
字
を
当
て
は
め
た
変
動
損

益
構
成
図
を
も
と
に
、
損
益
計
算
の

基
本
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の

考
え
方
、
目
標
予
算
の
作
成
ま
で
を

計
算
し
な
が
ら
説
明
。
数
字
の
動
き

を
追
い
か
け
な
が
ら
進
む
こ
と
で
、

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
社
員
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が

笑
顔
で
語
り
合
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

感
想
レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
他
業
種

の
方
の
話
は
と
て
も
新
鮮
で
刺
激
に

な
っ
た
」「
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
や
り
が
い
に
つ
い
て
見
つ
め
直

す
良
い
機
会
だ
っ
た
」「
お
客
さ
ん

の
笑
顔
が
や
り
が
い
や
楽
し
さ
に
繋

が
る
と
実
感
し
た
。
明
日
か
ら
ま
た

頑
張
ろ
う
！
と
思
え
る
会
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。

　

桐
生
支
部
六
月
例
会
は
「
一
〇
年

後
の
未
来
、
一
〇
年
後
の
自
社
〜
世

の
中
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
企
業
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に

企
画
。昨
年
の
二
月
例
会
と
同
じ
く
、

報
告
者
を
立
て
ず
に
グ
ル
ー
プ
討
論

中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

政
治
・
経
済
・
社
会
・
技
術
の
四

つ
の
視
点
か
ら
自
社
を
取
り
巻
く
マ

ク
ロ
環
境
（
外
部
環
境
）
が
、
現
在

ま
た
は
将
来
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

話
し
合
わ
れ
た
内
容

を
ま
と
め
た
模
造
紙

に
基
づ
い
て
発
表

し
、
参
加
者
全
員
で

情
報
共
有
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
現
実
を
突

き
付
け
ら
れ
て
危
機

感
を
抱
い
た
」「
各

業
界
に
よ
っ
て
異
な

る
物
事
の
見
方
、
捉

え
方
が
参
考
に
な
っ

た
」「
難
し
い
テ
ー

マ
だ
っ
た
が
楽
し
く

学
べ
た
」
な
ど
の
意

見
・
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

与
え
る
か
を
把
握
・
予
測
す
る
「
Ｐ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
分
析
」
を
、
模
造
紙
・
ペ
ン
・

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
を
使
っ
て
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
実
施
。
電
気
自
動
車
や
自
動

運
転
、働
き
方
改
革
や
消
費
税
増
税
、

超
高
齢
社
会
や
労
働
人
口
減
少
な
ど

な
ど
、
様
々
な
切
り
口
で
激
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
グ
ル
ー
プ
討
論
は
、
Ｐ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
分
析
を
踏
ま
え
た
う
え
で

「
一
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
シ
ー
ト
」

に
沿
っ
て
再
度
意
見
交
換
。
最
後
に

社
員
と
と
も
に
学
び
あ
う

社
員
と
と
も
に
学
び
あ
う渋川

吾
妻
支
部
６
月
例
会

10
年
後
の
未
来
、
10
年
後
の
自
社

10
年
後
の
未
来
、
10
年
後
の
自
社

桐
生
支
部
６
月
例
会

目
指
せ
!!
〝
脱
・
ド
ン
ブ
リ
経
営
〞

目
指
せ
!!
〝
脱
・
ド
ン
ブ
リ
経
営
〞

太
田
支
部
６
月
例
会



同 友 ぐ ん ま 2018年 8月号（4）第438号

　

六
月
二
十
八
日
（
木
）
に
行
わ
れ

た
沼
田
支
部
例
会
は
、
同
月
に
開
催

さ
れ
た
栃
木
同
友
会
、
鹿
沼
・
日
光

支
部
準
備
例
会
で
報
告
者
を
務
め
た

㈱
ア
ミ
イ
ダ
・
代
表
取
締
役
、
阿
久

戸
洋
希
氏
（
太
田
支
部
長
）
が
「
わ

が
社
の
成
長
は
全
員
け
い
え
い
〜
遊

び
心
あ
る
実
践
と
は
〜
」
と
題
し
て

報
告
し
ま
し
た
。

　

栃
木
で
の
例
会
報
告
に
向
け
て
、

青
年
部
会
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

沼
田
例
会
の
約
二
週
間
前
に
栃
木
で

の
大
役
を
終
え
た
阿
久
戸
氏
。
沼
田

支
部
で
は
、
ホ
ー
ム
に
戻
っ
た
安
堵

　

電
気
工
事
業
を
手
掛
け
る
㈱
ソ
ウ

ワ
・
デ
ィ
ラ
イ
ト
、
社
長
・
渡
邉
辰

吾
氏
（
高
崎
支
部
）
が
報
告
者
を
務

め
、「
デ
ン
キ
の
ミ
ラ
イ
に
ワ
ク
ワ

ク
す
る
〜
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

採
用
戦
略
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身

の
経
営
体
験
や
大
切
に
し
て
る
考
え

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
デ
ン
キ
の
ミ

ラ
イ
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」
に
込
め
ら

れ
た
思
い
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
語
り

続
け
る
意
味
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
効
果
な
ど
を
自
社
で
の
各
種
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て
紹
介
。「
ビ
ジ
ョ

ン
は
絶
対
に
ゆ
ず
れ
な
い
も
の
」
と

い
う
言
葉
の
と
お
り
、
企
業
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
採
用
戦
略
も
含
め
た

全
て
の
企
業
活
動
が
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
Ｃ
Ｉ
Ａ
ス
パ
イ
マ
ニ
ュ

ア
ル
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
四
・
〇
時

代
の
到
来
」「
人
生
で
一
番
大
切
な
二

つ
の
日
」
な
ど
、
示
唆
に
富
ん
だ
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
の
未
来
と

ビ
ジ
ョ
ン
」「
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
採
用
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

の
表
情
で
報
告
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
内
容
が
進
む
に
つ
れ
真
剣
な
眼

差
し
で
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
「
社
員
満
足
」
を
経
営
理
念
に
謳

う
同
社
の
取
り
組
み
は
、
実
践
す
る

社
員
達
の
力
で
組
織
全
体
に
行
き
届

き
、
社
風
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
し

た
。「
社
員
に
一
番
愛
さ
れ
る
会
社

を
目
指
す
」
と
語
る
阿
久
戸
氏
は
、

継
続
し
栄
え
る
〝
け
い
え
い
〟
実
践

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
社
員
と
共
に

突
き
進
む
事
で
し
ょ
う
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
社
長

の
器
以
上
に
会
社
は
成
長
し
な
い
。

社
長
が
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
不
満
の
解
消
と
満
足
の
醸
成

は
別
。
見
直
し
た
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

非
鉄
金
属
ダ
イ
カ
ス
ト
製
造
の
群

馬
合
金
㈱
、
会
長
・
六
本
木
恒
宏
氏
、

社
長
・
六
本
木
純
一
氏
（
伊
勢
崎
支

部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
二
代
目

か
ら
三
代
目
へ
〜
お
客
様
に
選
ば
れ

続
け
る
『
一
〇
〇
年
企
業
』
を
目
指

し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
親
子
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
で
経
営
体
験
を
語
り
ま

し
た
。

　

恒
宏
氏
は
、
創
業
者
の
父
か
ら
承

継
し
た
経
緯
、
三
代
目
へ
と
承
継
し

続
き
、
昨
年
七
〇
周

年
を
迎
え
た
同
社
が

一
〇
〇
年
企
業
を
目

指
す
た
め
の
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は

「
親
子
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
事

業
承
継
の
進
行
状

況
」「
一
〇
〇
年
企

業
（
永
続
企
業
）」

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。
親

世
代
・
子
世
代
に
分

け
て
グ
ル
ー
プ
編
成

し
、
い
つ
も
以
上
に

活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

た
経
緯
を
時
系
列
で
説
明
。
社
長
退

任
後
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
「
譲
っ

た
か
ら
に
は
全
て
任
せ
る
。
自
分
の

目
が
黒
い
う
ち
に
承
継
し
、
失
敗
も

含
め
て
見
守
る
の
が
大
事
」
と
語
り

ま
し
た
。そ
れ
を
受
け
て
純
一
氏
は
、

入
社
か
ら
社
長
就
任
、
そ
し
て
現
在

ま
で
の
歩
み
を
説
明
。「
祖
父
が
立

ち
上
げ
、
父
が
育
て
た
会
社
。
恵
ま

れ
た
環
境
を
生
か
し
、
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
て
い
き
た
い
」
と
の
決
意
に

わ
が
社
の
成
長
は
全
員
け
い
え
い

わ
が
社
の
成
長
は
全
員
け
い
え
い

沼
田
支
部
６
月
例
会

二
代
目
か
ら
三
代
目
へ

二
代
目
か
ら
三
代
目
へ伊

勢
崎
支
部
６
月
例
会

デ
ン
キ
の
ミ
ラ
イ
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

デ
ン
キ
の
ミ
ラ
イ
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

高
崎
支
部
６
月
例
会
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前
橋
支
部
で
は
六
月
十
三
日

（
水
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
、
経
営
指
針
部
会
と
合
同
で
六
月

支
部
例
会
（
経
営
指
針
を
つ
く
る
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
七
月
末
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
」。
ま
ず
は
内
容
を
知
り
理
解
を

深
め
、
参
加
の
判
断
を
す
る
機
会
と

な
る
よ
う
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
「
同
友
会
が
め
ざ
す
経

営
指
針
と
は
？
」
と
題
し
て
、
グ
リ

ン
リ
ー
フ
㈱
、
代
表
取
締
役
・
澤
浦

氏
（
沼
田
支
部
）
が
同
友
会
の
提
唱

す
る
経
営
指
針
書
作
成
の
意
義
と
全

体
像
を
報
告
。
続
い
て
「
経
営
指

針
作
成
で
我
が
社
は
こ
う
変
わ
っ

た
！
」
と
題
し
て
、
㈱
エ
ー
・
ピ
ー
・

エ
ム
、
代
表
取
締
役
・
布
施
氏
（
太

田
支
部
）
が
、
実
際
に
経
営
指
針
書

を
つ
く
り
続
け
る
事
で
会
社
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
時
系
列
で

紹
介
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
開
催
概

要
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
」
と
し

て
、
㈱
邦
和
、
代
表
取
締
役
・
丹
羽

氏
（
桐
生
支
部
）
が
、
全
六
講
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
各
講
に
お
け
る
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

三
名
の
報
告
を
聞
き
、
参
加
を
決

意
す
る
方
が
出
る
な
ど
、
今
期
の
つ

く
る
会
の
盛
会
が
予
想
さ
れ
る
例
会

と
な
り
ま
し
た
。

手
に
出
来
て
い
ま
す
か
？
ス
ト
レ
ス

た
め
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
桐
生
支
部
の
齋
藤
由
起
子
さ
ん

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

代
表
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ア
ン
ガ
ー
と
は
、
怒
り
や
苛
立
ち

の
感
情
。
衝
動
に
ま
か
せ
て
怒
り
を

爆
発
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
適
切
な
問
題
解

決
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
結
び

つ
け
る
こ
と
を
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
と
言
い
ま
す
。

　

今
回
、
齋
藤
さ
ん
の
話
か
ら
怒
り

の
正
体
や
性
質
と
い
っ
た
メ
カ
ニ
ズ

　

六
月
例
会
は
「
話
題
の
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門
〜
部
下
指
導
上

ム
を
知
り
、
自
分
自
身
の
怒
り
や
イ

ラ
イ
ラ
と
向
き
合
い
、
そ
の
要
因
や

傾
向
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
仮
に
衝
動
性
が
高
ま
っ
た
と
し

て
も
自
分
で
抑
制
で
き
る
よ
う
に
習

慣
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

　
「
怒
り
の
背
景
に
は
今
ま
で
思
っ

て
い
た
こ
と
と
は
違
う
第
一
次
感
情

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」「
事
前
に

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
診
断
を
し

て
も
ら
い
、
自
分
の
内
面
を
あ
ら
た

め
て
理
解
で
き
た
」「
き
ょ
う
学
ん

だ
対
処
法
を
実
践
し
、
上
手
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

な
ど
、
参
加
者
の
感
想
か
ら
も
好
評

で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門

富
岡
支
部
６
月
例
会

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

前
橋
支
部
６
月
例
会
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の かわはら整骨院

パーソナルトレーニングラボ
代表  入澤 達也 氏（前橋支部所属）

トレーニングで「未病対策」トレーニングで「未病対策」トレーニングで「未病対策」

▼
会
社
紹
介

　

皆
さ
ま
の
健
康
に
は
治
療
だ
け
で

な
く
「
予
防
」
が
大
切
で
す
。
治
療

の
整
骨
院
だ
け
で
な
く
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
を
併
設
す
る
こ
と
で
「
皆

さ
ま
の
心
と
体
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
豊
か
な
生
活
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
思
い
と
、
自
身
の
治

療
家
経
験
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
が

活
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
七
年

一
月
に
創
業
し
ま
し
た
。

　

整
骨
院
で
は
、
交
通
事
故
や
ス

ポ
ー
ツ
で
の
怪
我
な
ど
の
保
険
治
療

や
自
費
治
療
を
行
い
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
体
力
づ
く

り
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
な
ど
と
併

Q 

&

      

A

ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
用
し
、
日
常

の
生
活
動
作
に
役
立
つ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
他
に

も
、Ｂ
Ｆ
Ｒ
（
血
流
制
限
）、Ｔ
Ｒ
Ｘ
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
と
い
っ
た
器

具
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
課
題
と
展
望

　

売
上
全
体
の
八
割
以
上
を
自
費
メ

ニ
ュ
ー
が
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

八
五
％
以
上
。
人
員
や
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
上
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
売
上
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

岩
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
整
体
・
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ン
パ
デ
ト
ッ
ク

ス
な
ど
の
他
メ
ニ
ュ
ー
が
ど
れ
だ
け

伸
ば
せ
る
か
が
課
題
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
健
康
に
関
す

る
幅
広
い
事
業
、
特
に
「
食
」
が
大

事
だ
と
考
え
て
お
り
、
移
転
も
し
く

せ
て
、
リ
ン
パ
デ
ト
ッ
ク
ス
・
岩
盤

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
未
病
対
策
」
の
時

代
で
す
。
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
幸
せ
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
ま
ず
は
悩
み
や

は
出
店
の
際
に
は
健
康
カ

フ
ェ
を
新
設
し
、
薬
膳
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
の
提

供
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
年
後
に
は
後
継

候
補
者
と
と
も
に
総
合
健

康
産
業
と
し
て
治
療
・
予

防
・
運
動
・
健
康
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら

関
わ
り
な
が
ら
地
域
貢
献

を
目
指
し
ま
す
。

本
来
の
役
割
を
思
い
出
さ
せ
、
眠
っ

て
い
る
運
動
能
力
を
引
き
出
す
も
の

で
す
。
身
体
の
安
定
性
や
バ
ラ
ン
ス

能
力
を
向
上
さ
せ
、体
幹
の
筋
群（
体

を
安
定
さ
せ
、
支
持
す
る
働
き
を
す

る
筋
群
）
の
強
化
に
大
き
な
効
果
を

上
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
、
筋
力
が
上
が
り
身
体
が

本
来
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
、
血
糖
値
、
血
圧
、
肝
機
能
な
ど

の
異
常
改
善
が
期
待
さ
れ
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
た
り
、
疲
れ
に
く
く

太
り
づ
ら
い
身
体
を
作
れ
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
や
は
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
効

果
を
期
待
す
る
声
が
一
番
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
当
院
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
高
重
量
の
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
は
使

わ
ず
、
メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル
や
バ
ラ

所 在 地 ／ 前 橋 市 川 原 町 １ − ２ ７ − ３
連 絡 先／TEL０２７−２５７−０４８９
U R L／http://www.bonesetter . jp/

ご
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
具
体
的
な

目
標
を
設
定
し
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

▼
イ
チ
オ
シ
Ｐ
Ｒ

　

当
院
で
行
う
パ
ー
ソ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ（
機
能
訓
練
）

と
呼
ば
れ
、
関
節
や
筋
肉

な
ど
、
身
体
の
各
部
位
に



同 友 ぐ ん ま（7）2018年 8月号 第438号

同友会のホームページで
会員検索できます。 「伊香保おどり」を踊るなどして、夏の思い出をつくっ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　［７／17付上毛］

【世界のクワガタ・カブト大集合！】  ㈲月夜野きのこ園
　シイタケ・キノコ菌床生産、クワガタ・カブトムシ飼
育用品販売を手掛ける㈲月夜野きのこ園（代表取締役・
金子崇範氏／沼田支部所属）は21日と22日の２日間、ノ
ルン水上スキー場でイベント「世界のクワガタ・カブト
大集合！」を開く。同イベントは、子供たちに昆虫と触
れ合う機会を提供することで、自然への関心を深めても
らうとともに、親子の会話などにつなげてもらうことを
目的に企画。当日はヘラクレスオオカブトなどと触れ合
えるコーナーや、飼っているカブトムシの大きさを比べ
る大会、標本展示、展示即売会などを予定。また、21日
には採集歴30年、飼育歴18年の名人「Shiho」の昆虫採
集・飼育教室、22日は“昆虫アイドル”のカブトムシゆか
りさんによる昆虫教室＆トークショーも行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　［７／19付ぐん経］

【新社屋と新工場を建設】　　　　　　　　  兼希工業㈱
　木造住宅用省力化パネル製造や金属加工などを手掛け
る兼希工業㈱（専務取締役・細渕敦氏／伊勢崎支部所
属）は、新社屋と新工場を建設し、同市三室町から移
転、２日から稼働を始めた。業務拡大に伴うもので、生
産体制・品質管理の強化を図った。敷地の広さは約4000
坪（約１万3200平方メートル）。新社屋は県道前橋館林
線沿いに位置。トレーラーなどの大型車が出入りしやす
いほか、国道17号上武道路、北関東道・伊勢崎インター
チェンジにも近く、交通アクセスに優れている。
　細渕社長は「２年ほど前から自社物件を持ちたいと
思っていた。パネル工法はまだ知っている人も少なく
ニッチな分野だが、順調に売り上げを伸ばしている。フ
ルオーダーのパネル製造を付加価値として、提案、製
造、販売を一貫して行っている」と話している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　［７／19付ぐん経］

【夜は居酒屋として営業】　　　  ㈲キャメルカンパニー
　飲食店を展開する㈲キャメルカンパニー（代表取締
役・井上智之氏／前橋支部所属）はこのほど、レストラ
ン「カフェ・ド・キャメル」（前橋市西片貝町）を改装
するとともに、夜は居酒屋「旬菜串焼らくだ屋」とし
て営業する“二毛作”店舗としてリニューアルオープンし
た。営業時間はランチが午前11時から午後２時30分まで
で、夜は午後５時から同10時30分（金土は11時）まで。
毎週火曜定休。
　井上社長は「夜はオムライスも食べられる居酒屋にな
る。小上がりを設置したこともあってか、３世代ファミ
リーなどにも来店してもらっている」と話している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　［７／19付ぐん経］

【事務所移転】
　㈱プロアクティブ、取締役社長・飯塚孝夫氏（太田支
部所属）では、この度、下記のとおり事務所を移転しま
した。
〒326-0822　栃木県足利市田中町905-17

【会員登録変更】
　東和機械㈱、代表取締役・若月勝博氏（太田支部所
属）では、この度、「専務取締役・若月慎治氏」に会員
登録を変更しました。

【所属支部変更】
　㈱ナカダイ、取締役常務・中台啓一氏（伊勢崎支部所
属）では、この度、「高崎支部」に所属支部を変更しま
した。

【代表理事就任】
　関東燃料企業組合では、この度、会員の古澤泰明氏
（前橋支部所属）が「代表理事」に就任しました。

【新規事業の展開表明】　　　　　　　　　　　  ㈱丸越
　廃棄物収集運搬などを手掛ける㈱丸越（代表取締役・
堀越正和氏／渋川吾妻支部所属）は23日、ホテル1-2-3前
橋マーキュリーで「第40期経営計画発表会」を開き、来
賓や社員ら約60人が出席した。経営理念の唱和などに続
き、社長賞、優秀社員賞、新人賞の表彰のほか、安全運
転表彰、永年勤続表彰が行われた。経営計画発表では、
堀越社長が第39期の業績を振り返るとともに、結果の
要因分析、各部署の評価点・問題点などを発表した。40
期の方針については「経営理念の浸透」「人財教育に注
力」「新規事業への挑戦」を挙げ、このうち新規事業で
は、Ｍ＆Ａによる鉄スクラップ事業の展開やリサイクル
ショップの出店、中間処理工場の開設などを計画してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　［６／28付ぐん経］

【高崎の魅力を発信】　　　　　　　　　　　　  ㈱正和
　リフォーム、リノベーションなどを手掛ける㈱正和
（代表取締役・坂間正和氏／高崎支部所属）は６月25
日、ウェブサイト「高崎で暮らす」（https://takasaki-
l i fe.com/）をオープンした。高崎に関わる人を通して
高崎の魅力を発信し、“住みたい街・暮らしたい街”を実
現、活性化につなげるのが狙い。同サイトでは、高崎市
内で活動する情熱のある人などに焦点を当て、同社社員
が取材し紹介する。市内で暮らす人に愛着を持ってもら
うほか、市外の人に高崎の魅力を感じてもらい、高崎
ファンを増やしていく。
　企画担当の西涼子さんは「掘り起こされていない高崎
の魅力を発信したい。将来的には高崎に住みたい人を増
やして、街おこしの一環につなげられれば」と話してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　［７／５付ぐん経］

【開塾10周年を記念】　　　　　　　 ひかり税理士法人
　高橋税経グループの群馬マーケティングセンター（ひ
かり税理士法人、代表社員・高橋正光氏／高崎支部所
属）は６月22日、ホテルグランビュー高崎で、群馬企画
塾の開塾10周年を記念し、「増販増客事例発表会」を開
き、塾生や関係者ら約100人が出席した。開会に当たり
高橋社長は「本日の発表から、少しでもつかんでもら
い、皆さんの事業に役立ててもらえれば」とあいさつし
た。また企画塾の沼澤啓吾塾長は、10年の歩みを振り
返った上で「マーケティングは、会社や人、人生を変え
る力がある」と強調した。続いて、アドベンチャーマ
ジック、正和、ログコテージふりーたいむ、宝、大澤屋
の担当者が事例発表を行った。　　　［７／５付ぐん経］

【安全確認誓う】　　　　　　　　　　　　  石川建設㈱
　総合建設業の石川建設㈱（部長・石川貢氏／太田支部
所属）は13日、労働災害防止に向けた「第42回安全大
会」を市新田文化会館で開いた。従業員や協力会社の社
員ら千人が防災意識を高め、安全確認の徹底を誓った。
石川社長はあいさつで、「安全第一の原点に立ち返り、
日本一きれいな職場づくりを目指す」と述べた。安全に
寄与した協力業者や社員らを表彰したほか、現場の危険
箇所をチェックするパトロールの強化や、熱中症対策と
いった安全管理体制を確認した。安全大会は、建設現場
での安全意識向上のため、猛暑日などで体調管理が難し
くなる夏期に毎年開いている。　　　　［７／14付上毛］

【夏祭り〜大人の縁日〜】　　　　　　　　　  ㈲秀水園
　季節の風物詩を楽しんでもらおうと、渋川市の伊香
保温泉にある旅館、いかほ秀水園（㈲秀水園、取締役
社長・飯野由希子氏／渋川吾妻支部所属）で16日、「夏
祭り〜大人の縁日〜」と題した企画が開かれた。宿泊者
ら30人が浴衣姿で食事や盆踊りを楽しんだ。参加者はす
し、イカ焼き、綿菓子などの好物を各ブースから選び、
酒を飲みながら会話を弾ませた。やぐらを囲んで伝統の
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第３回
新会員
ご紹介

7 月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒371-0245　前橋市市之関町236

　こだわりの種豚に、前橋産飼料米をブレンドし
た餌を与えた【こめこめ豚】を生産、一部加工・
販売を手がけてます。弟が運営している赤城山
オートキャンプ場の【手ぶらでBBQ】にて提供し
ておりますので、ご家族・友人・社内懇親でのひ
と時に、ぜひご利用ください。

ＴＥＬ：027-283-2282

FAX：027−283−2846
養豚の生産から一部販売

【紹介者／事務局】
食べ歩き、旅行、ライブ

前
橋
支
部

㈲宮城種豚センター

専務取締役
小　堀　長　久

S57年生

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

審
議
し
、
こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
後
援
依

頼
に
つ
い
て
も
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
変
わ
ら
ず
五
四
四
名
で
し
た
。

Ⅲ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
四
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
八
月
七
日
（
火
）

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

　

主
な
組
織
担
当
者
よ
り
、
各
種
案

内
・
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

○
女
性
経
営
者
全
国
交
流
会
の
参
加

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
関
東
甲
信
越
支
部
長
交
流
会
の
案

内
と
参
加
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
今
年
度
上
半
期
分
の
支
部
還
元
金

支
払
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
群
馬
県
等
か
ら
の
依
頼
事
項
に

つ
い
て

　

群
馬
県
よ
り
依
頼
の
あ
っ
た
、
イ

ク
ボ
ス
養
成
塾
、
な
ら
び
に
女
性

リ
ー
ダ
ー
交
流
会
の
共
催
に
つ
い
て

竹
内
（
役
員
計
二
十
九
名
）

※
こ
の
ほ
か
ゲ
ス
ト
一
名
。

【
議　

事
】

　

水
野
高
崎
支
部
長
が
議
長
を
つ
と

め
、
澤
浦
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
三
回
理
事
会
開
会
。

《
ゲ
ス
ト
報
告
》

　

人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、冒
頭
、

「
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
、
も
し
く
は

高
度
人
材
の
採
用
詳
細
に
つ
い
て
」

Ｔ
Ｖ
Ｃ
の
北
野
副
社
長
を
迎
え
て
の

学
習
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ⅰ
．
報
告
・
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

日
時　

七
月
三
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
時
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、
提
箸
、
島
山
、
常
任
理
事
／
戸

塚
、
町
田
、
阿
久
戸
、
生
沼
、
増
田
、

平
岩
、
中
野
、
小
林
、
水
野
、
長
島
、

花
房
、
阿
久
戸
、
植
杉
、
理
事
／
海

老
沼
、
杉
崎
、
宮
石
、
榎
原
、
布
施
、

神
保
、
篠
原
、
金
井
、
佐
藤
、
関
口
、

浅
井
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、


